
53Mem.  Faculty.  B. O. S. T.  Kindai  University   No. 43 : 53 〜 62  （2020）

部IRS計測に基づいたササユリ香気成分が前頭前野rfn.流量に及ぼす影響の客観的評価

松本知樹九小害事縄IJ21 松)11哲也3，瀧J11 ，議浩久吉田久2 梶山慎一郎3

華喜笛

近年， '患者数が急増するうつ病の対処療法としてアロマセラピ}が役目されている.例えば，ラベンダ」の香

気成分が鎮静作用安有することなどが示唆されている.しかしながら，香呼には好みがあるために，ラベンダー

の苔りを好まない人にとっては，逆にストレス要因になりかねない.一方， fN1RS (functional ncar阻告arcd

sp問むのscopy)計測によって，香りが前頭前野iこ賦f苦をもたらす可能性が示されているが，先行研究の多くは9

皮j膏血流の影響が考慮されていないなど，実験条件の統制や解析が不十分であると考えられ，その信頼性には

疑問が残るーそこで本研究では，ラベンダーと共通した主成分を持つササニネリ香気成分を対象として， 00頭前

野におけるササユリ香気成分の効巣を倒lRSにより計測し，皮膚血流成分の除去などの信号処理を適用して解

析を行った.比較対象にはB アロマセラピ」療法に)jjいられるラベンダーやグレーブブノレ}ツ呑気成分，およ

び無臭刺激を用いた その結果，すべての被験者ゐにおいて，特定の香気成分を時暴露した際に賦活を示すチャネ

ノレが存在し，ササユロ香気成分に対して最大応答をポす被験者も存在したa ササユ日香気成分は，ラベンダー

香気成分と主成分が同じであることから，ササユリにもラベンダーと同様のアロマセラピー効果を持つ可能性

が示された.
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1. 繍齢

社会生活の近代化に伴ってE 競争や管理等のストレス要肉が増加しつつあり， うつ7討の発煎ワスタを高める

要閣となっている.世界のうつ病患者数はす?に3億人を上回っており (1)，年間約的万人もの患者が自殺に

至っているとされる. 15 ~ 29歳の若年層においても同様であり，自殺動機の第 2位にうつ病があげられてい

る.近年は若年層のうつ病勝、者数が急増しており，その対策は喫緊の課題となっている

うつ病療法は，薬物治療や定期的なカヴンセロング等に代表されるが，最近では精油や植物由来の芳香によ

るストレス解消効果が期待されるアロマセラピー療法 (2)が注目されており，ラベンダー香気成分による効果の

検証を中心として様々な報告がなされている.上回ら (3)I丸痛みと同時にラベンダー香気成分を刺激として

与えた際の脳血流変化を評価した結巣，ラベンダ一番気成分が情緒的な反応を軽減させる効巣や鎮静効巣を有

することを示した.また， Lehrnerらによって {4)，エステノレが鎮静効議を有することが示されており，マウス

を用いた実験でもその効果が確認されている，ラベンダ日の主成分である日ナローノレや鉾駿臼ナリノレもエステ

ノレの1つである a

一方B 一般にアロマセラピー療法には利用されてはいないものの，精神作用を有することが示唆されている

植物自来の芳香も存在している.例えLf，ササユリは，宙来より「疫病を鎮めるJという言い伝えが残されて
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